
　
　
　

　

日
本
で
は
猛
暑
が
続
い
て
い
た
８

月
中
旬
。
46
年
ぶ
り
の
寒
波
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
と
い
う
南
半
球
の
国
、

ペ
ル
ー
へ
と
向
か
っ
た
。
乗
り
継
ぎ

も
含
め
、
空
路
で
24
時
間
。
よ
う
や

く
到
着
し
た
真
冬
の
首
都
リ
マ
は
、

街
全
体
に
濃
い
霧
が
立
ち
込
め
、
今

に
も
雨
が
落
ち
て
き
そ
う
な
空
模
様

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
リ
マ
は
〝
砂
漠
の

大
都
市
〞、
年
間
降
雨
量
は
わ
ず
か
に

10
ミ
リ
程
度
。
人
口
は
９
０
０
万
人

に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
街
地

か
ら
西
へ
20
〜
30
分
車
を
走
ら
せ
る

と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
茶
色
い
土
の

小
高
い
丘
が
見
え
て
き
た
。
危
険
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
―
。
急
な
斜
面

に
、
薄
い
木
の
板
や
レ
ン
ガ
な
ど
で

作
ら
れ
た
無
数
の
家
が
並
ぶ
。

　

リ
マ
で
は
、
過
去
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
、
地
方
の
低
所
得
者
層
を
中

心
と
し
た
〝
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
〞

人
口
が
流
入
し
、
宅
地
開
発
が
無
計

画
に
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に

は
、
こ
う
し
た
丘
に
ま
で
自
分
た
ち

で
家
を
建
て
、
住
み
着
い
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
数
は
政
府
も
正
確
に
は
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
無
秩
序
な
住
宅
地
の

拡
大
に
よ
り
、
現
在
リ
マ
で
深
刻
と

な
っ
て
い
る
の
が
水
の
問
題
だ
。
そ

も
そ
も
ペ
ル
ー
の
上
水
道
普
及
率
は
、

中
南
米
諸
国
の
平
均
91
・
４
％
を
下

回
る
84
％
。
降
雨
量
が
少
な
い
リ
マ

を
含
む
沿
岸
部
に
は
、
国
全
体
の
水

資
源
の
う
ち
わ
ず
か
２
％
し
か
存
在

し
な
い
。
ま
た
、
配
水
管
の
老
朽
化

に
よ
る
漏
水
、
盗
水
な
ど
が
原
因
で

無
収
水
率
※
2
が
37
％
（
２
０
０
８

年
）
と
高
く
、
水
道
が
引
か
れ
て
い

て
も
使
用
で
き
る
時
間
が
制
限
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。
全
人
口
の
３

割
を
抱
え
る
リ
マ
で
は
、
今
後
も
人

口
増
加
や
経
済
成
長
、
そ
し
て
都
市

の
拡
大
に
よ
り
、
水
需
要
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

逼
迫
す
る
水
の
問
題
―
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
問
題
が
改
善
さ
れ
始
め
た

地
域
も
あ
る
。

　
「
い
つ
で
も
水
が
使
え
る
の
で
生
活

が
楽
に
な
り
ま
し
た
」

　

笑
顔
で
そ
う
話
す
の
は
、
リ
マ
北

部
、
丘
の
上
の
住
宅
地
ア
テ
区
に
暮

ら
す
ワ
ル
タ
ー
・
ニ
ャ
ウ
パ
リ
さ
ん
。

夫
と
３
人
の
子
ど
も
と
暮
ら
す
彼
女
。

家
に
水
道
が
引
か
れ
る
前
は
、「
丘
の

ふ
も
と
に
来
た
給
水
車
か
ら
高
い
値

段
で
水
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

今
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
き
れ

い
な
水
が
出
る
し
、
月
々
の
水
道
料

金
も
以
前
の
水
購
入
代
金
の
半
分
以

下
。
急
な
坂
道
を
行
き
来
す
る
水
運

び
も
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。

　

48
万
人
が
暮
ら
す
こ
の
地
区
に〝
命

の
水
〞
が
通
っ
た
の
は
08
年
の
こ
と
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
受
け
て
、
２

０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
「
リ
マ
首
都

圏
周
辺
居
住
域
衛
生
改
善
事
業
」※
3

に
よ
り
、
リ
マ
北
部
の
７
地
区
に
給

水
塔
（
高
架
タ
ン
ク
）
や
配
水
管
を

含
む
上
下
水
道
を
整
備
。
丘
の
上
に

あ
る
こ
う
し
た
貧
困
地
区
に
も
、
安

全
な
水
が
届
け
ら
れ
、
生
活
用
水
を

確
保
す
る
た
め
の
お
金
を
大
き
く
節

約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
、

約
4
万
4
0
0
0
軒
に
上
る
。

　

ま
た
、
同
時
に
工
事
が
始
ま
っ
た

下
水
道
も
、
09
年
に
完
成
。
住
ま
い

の
衛
生
環
境
も
改
善
し
た
。
サ
ン
・

フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
地
区
の

シ
ル
ビ
ア
・
チ
ャ
グ
ァ
さ
ん
は
「
ゴ

キ
ブ
リ
や
ハ
エ
が
減
っ
た
お
か
げ
で
、

娘
た
ち
は
下
痢
や
皮
膚
病
に
か
か
ら

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
す
。

　

丘
の
家
々
を
後
に
し
て
、
続
い
て

向
か
っ
た
先
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

雪
解
け
水
が
流
れ
る
リ
マ
ッ
ク
川
の

ほ
と
り
に
建
設
中
の
ワ
チ
パ
浄
水
場
。

標
高
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
場
所

で
は
、
来
年
５
月
の
完
工
に
向
け
、

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。

　

現
在
、
リ
マ
市
内
に
送
ら
れ
て
い

る
水
道
水
の
ほ
と
ん
ど
は
、
標
高
２

５
０
メ
ー
ト
ル
地
点
の
ア
タ
ル
ヘ
ア

浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
急
増

す
る
人
口
に
浄
水
能
力
が
追
い
付
か

な
い
上
、
２
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の

高
所
に
送
水
す
る
際
は
動
力
ポ
ン
プ

で
く
み
上
げ
る
た
め
、
そ
の
分
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
「
ワ
チ
パ
浄
水
場
が
で
き
れ
ば
、
１

日
に
43
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
が
新
た
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
４
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
丘
に
あ
る
家
に
も
自
然
流
下

で
給
水
で
き
ま
す
」
と
、
リ
マ
上
下

水
道
公
社
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
で
事
業

運
営
を
率
い
る
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
オ
ル

チ
ェ
セ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。
さ
ら
に
、
ワ
チ
パ
浄
水
場
か

ら
リ
マ
北
部
へ
水
を
送
る
総
延
長
27

キ
ロ
の
導
水
管
が
完
成
す
る
と
、
リ

マ
人
口
の
約
４
分
の
１
に
当
た
る
２

４
０
万
人
に
安
全
な
水
を
提
供
で
き
、

こ
れ
ま
で
水
道
が
な
か
っ
た
人
た
ち

も
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

丘
の
上
に
広
が
る
住
宅
地

増
え
る
水
需
要

円
借
款
で
上
下
水
道
を
整
備

貧
困
地
区
の
生
活
に
変
化

中南米諸国の中では上下水道の普及率が低いペルー。
「Agua Para Todos」（万人に水を）。

このスローガンのもと、
今、ペルー政府がJICAの円借款を受けて
２つの都市で進めている上下水道整備の

プロジェクト現場を訪ねた※1。
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上下水道が整備されたシルビアさんの家。清潔な暮
らしぶりに、娘のエストレージャちゃん（右から3人目）
たちもうれしそう

丘の上のある地区では、1つ
目の給水タンク（右）を建設
後、それより高い位置に家が
建ったため、SEDAPALは2
つ目のタンクをさらにその住
宅地よりも上に設置（左）

順調に工事が進むワチ
パ浄水場。すぐ隣にある
リマック川では、取水堰も
建設されている
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急峻な丘にもどんどん家が建てられていく

［上］SEDAPALのプロジェクトチーム（左
側）と設計・施工管理を担当する日本工
営の面々。事業内容の詳細を詰めていく
［下］相手のニーズを十分理解してより効
果的な協力を行うため、「密なコミュニケー
ションは不可欠」とJICAペルー事務所の
丹下職員。流ちょうなスペイン語でJICA
側の考えも伝える

※1 ペルーの水分野に対するJICAの協力はこの2都
市のほかに、ピウラ、チンボテなど11の都市で円借款
を、ピウラ州とランバイェケ州で技術協力プロジェク
トを実施している。
※2 浄水場から各家庭などに向けて給水された水の
うち、料金徴収の対象にならなかった水の割合。
※3 その後2010年に追加の円借款も供与。
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「A

gua Para Todos

」（
万
人
に
水

を
）―
。
06
年
に
発
足
し
た
ガ
ル
シ

ア
政
権
は
、
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の

拡
張
・
改
善
を
重
要
な
政
策
と
位
置

付
け
、
水
不
足
の
解
消
と
衛
生
環
境

の
改
善
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。「
リ
マ
首
都
圏
周
辺
居
住
域

衛
生
改
善
事
業
」
も
、
そ
の
一
環
と

し
て
大
き
く
前
進
。Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ

の
ホ
ル
ヘ
・
バ
ル
コ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
４
年
間
で
リ
マ
の
上

水
道
普
及
率
は
90
％
か
ら
95
％
に
向

上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

の
目
標
は
１
０
０
％
。
ま
だ
や
る
べ

き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
誇
ら

し
げ
な
表
情
を
見
せ
る
。

　

他
方
で
、「
こ
の
ま
ま
人
口
が
増
加

し
て
い
く
と
、
既
存
の
水
源
で
は
数

十
年
後
、
さ
ら
な
る
水
不
足
に
な
る

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
料
金
メ
ー

タ
ー
の
設
置
を
徹
底
し
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｌ
の
経
営
改
善
や
住
民
の
意
識
改

革
を
図
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
設
計
・

施
工
管
理
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
を
担
当
す
る
日
本
工
営
株
式

会
社
の
青
木
卓
也
さ
ん
。
さ
ら
に
、

そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
し
て
い
る
下

水
に
つ
い
て
は
、「
衛
生
面
や
環
境
面

の
配
慮
だ
け
で
な
く
、
降
雨
量
が
少

な
い
だ
け
に
、
処
理
し
た
水
を
ビ
ル
・

複
合
施
設
で
循
環
利
用
し
た
り
、
灌

漑
用
水
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

な
ど
も
重
要
」
と
話
す
。

　

冬
空
の
リ
マ
か
ら
一
転
、
強
い
日

差
し
が
ま
ぶ
し
い
ア
マ
ゾ
ン
地
域
・

ロ
レ
ト
州
へ
。
人
口
約
37
万
人
を
擁

す
る
州
都
イ
キ
ト
ス
で
は
、
こ
の
日
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
受
け
て
行
わ

れ
る
上
下
水
道
整
備
の
起
工
式
が
開

か
れ
て
い
た
。
式
典
に
は
、
フ
ァ
ン
・

サ
ル
ミ
エ
ン
ト
住
宅
建
築
衛
生
省
大

臣
や
ノ
ル
マ
ン
・
レ
ウ
ェ
ス
州
知
事

ら
ペ
ル
ー
側
の
要
人
に
加
え
、
日
本

か
ら
目
賀
田
周
一
郎 

在
ペ
ル
ー
日
本

大
使
、
中
尾
誠
Ｊ
Ｉ
Ｃ
A
ペ
ル
ー
事

務
所
長
が
出
席
。
両
国
の
国
旗
を
手

に
一
行
を
歓
迎
す
る
地
元
の
人
々
の

盛
り
上
が
り
が
、
こ
の
事
業
へ
の
期

待
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

大
熱
帯
密
林
地
帯
の
中
、
ア
マ
ゾ

ン
川
と
そ
の
支
流
な
ど
で
三
方
を
水

に
囲
ま
れ
、「
陸
の
孤
島
」
と
も
呼
ば

れ
る
イ
キ
ト
ス
。
リ
マ
と
は
対
照
的

に
、
年
間
降
雨
量
は
３
０
０
０
ミ
リ

以
上
。
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
水
施
設

が
不
足
し
、
水
道
管
が
通
っ
て
い
る

家
で
さ
え
１
日
の
給
水
は
２
〜
３
時

間
程
度
だ
っ
た
。
そ
こ
で
２
０
０
０

年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
通
じ
て

「
地
方
都
市
上
下
水
道
整
備
事
業
Ⅱ
」

※
4
が
ス
タ
ー
ト
。
08
年
ま
で
に
浄

水
場
や
給
水
塔
、
主
要
配
水
管
な
ど

が
改
修
・
新
設
さ
れ
、
上
水
道
普
及

率
は
60
％
か
ら
80
％
に
上
昇
、
新
た

に
４
８
１
０
軒
に
水
道
水
が
届
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

今
回
始
ま
っ
た
工
事
で
は
、
主
要

配
水
管
と
各
家
庭
を
つ
な
げ
る
た
め

の
二
次
管
網
を
敷
設
。「
10
カ
月
後
に

は
、
さ
ら
に
７
６
６
０
軒
に
水
道
管

が
通
さ
れ
、
上
水
道
普
及
率
は
90
％

に
改
善
し
ま
す
」
と
、
ロ
レ
ト
州
上

下
水
道
公
社
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
の
ペ
ド
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
事
業

部
長
は
目
を
細
め
る
。

　

し
か
し
、
上
水
道
に
も
増
し
て
深

刻
な
の
が
下
水
道
の
問
題
だ
。
驚
く

こ
と
に
、
現
在
イ
キ
ト
ス
に
は
下
水

処
理
施
設
が
一
つ
も
な
い
。
す
べ
て

の
下
水
は
〝
未
処
理
の
ま
ま
〞
ア
マ

ゾ
ン
川
に
流
さ
れ
て
い
る
。
川
か
ら

は
悪
臭
が
漂
い
、
特
に
増
水
す
る
雨

期
に
は
、
人
々
は
劣
悪
な
衛
生
環
境

に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

こ
の
危
機
的
な
状
況
を
受
け
て
２

０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
の
が
、
下
水

処
理
場
を
新
設
す
る
「
イ
キ
ト
ス
下

水
道
整
備
事
業
」。
同
事
業
に
対
し
て

も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
が
供
与
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
日
の
起
工
式
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
建
設
工
事
。

完
成
す
る
２
０
１
１
年
末
に
は
、
約

４
万
１
０
０
０
軒
に
下
水
道
が
通
さ

れ
、
下
水
道
普
及
率
は
80
％
に
達
す

る
予
定
だ
。

　
「
水
を
大
切
に
！
枯
渇
さ
せ
て
は
い

け
な
い
！
」

　

リ
マ
市
内
、
取
材
帰
り
の
車
中
、

ラ
ジ
オ
か
ら
こ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
が
聞

こ
え
て
き
た
。
今
回
、
取
材
で
訪
れ

た
上
下
水
道
整
備
事
業
と
関
係
あ
る

の
だ
ろ
う
か
―
。
す
る
と
、「
全
国
ネ

ッ
ト
の
地
元
ラ
ジ
オ
局『
Ｒ
Ｐ
Ｐ
』が
、

『Grupo A
gua

』（
水
グ
ル
ー
プ
）
と

一
緒
に
、
水
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
上
下
水
道
の
賢
明
な
利
用
者
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
訴
え
る
番
組

を
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ペ
ル
ー
事
務
所
の
丹
下
能
嘉

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
「Grupo A

gua

」と
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

世
界
銀
行
、
米
州
開
発
銀
行
、
ド
イ

ツ
復
興
金
融
金
庫
、
ド
イ
ツ
技
術
協

力
公
社
、
ス
イ
ス
な
ど
の
援
助
機
関

で
組
織
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ド
ナ
ー
協

調
の
場
。
定
期
的
な
情
報
交
換
や
経

験
の
共
有
、
対
話
、
連
携
を
通
じ
て
、

ペ
ル
ー
の
水
分
野
の
政
策
・
制
度
改

善
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。Ｒ
Ｐ
Ｐ

と
の
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
こ
の
一
環

で
始
ま
っ
た
も
の
。「
ペ
ル
ー
の
開
発

に
貢
献
し
て
い
く
の
が
モ
ッ
ト
ー
」

の
同
社
が
08
年
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社

会
的
責
任
）
事
業
と
し
て
「Grupo 

A
gua

」
と
連
携
し
て
番
組
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
。
放
送
内
容
は
、
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
企
画
し

て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
で
は
、
安
価
な
ラ
ジ
オ
は

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
情
報
源
。
番
組

へ
の
反
響
も
大
き
く
、
現
在
の
リ
ス

ナ
ー
は
お
よ
そ
６
０
０
万
人
。
全
人

口
の
４
人
に
１
人
が
こ
の
放
送
を
聞

い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

番
組
開
始
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

09
年
、
こ
の
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
関
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
A
が
行
っ
た
国
民

意
識
調
査
で
は
、
興
味
深
い
結
果
が

出
た
。
水
資
源
が
有
限
で
あ
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
リ
ス
ナ

ー
が
１
年
間
で
65
％
か
ら
83
・
７
％

ま
で
増
加
。
し
か
し
一
方
で
、
43
・

７
％
の
リ
ス
ナ
ー
が
依
然
、
水
が
無

料
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
だ
。

上
水
道
を
整
備
し
て
も
、
一
人
一
人

が
水
の
価
値
を
意
識
し
な
け
れ
ば
、

水
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
。

「
Ｒ
Ｐ
Ｐ
と
し
て
も
、
水
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
よ
う
な
報
道
を
行
い
、

ペ
ル
ー
の
人
々
が
正
し
い
情
報
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
フ
リ
ー
ダ
・
デ
ル
ガ

ド
社
長
。

　

ペ
ル
ー
政
府
の
力
強
い
政
策
の
も

と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
上
下
水
道
事

業
を
、
30
年
余
り
に
わ
た
っ
て
積
極

的
に
支
援
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。「
政

策
ニ
ー
ズ
、
投
資
ニ
ー
ズ
、
問
題
点

を
常
に
意
識
し
、
ペ
ル
ー
の
水
問
題

な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
総
合
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
体
制
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ペ
ル
ー
事
務
所
に
蓄
積
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
丹
下
さ
ん
。「
民
間
資
金
を

活
用
し
て
下
水
処
理
場
を
建
設
す
る

と
い
う
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
で

に
実
行
し
て
い
る
リ
マ
の
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｌ
に
対
し
て
は
、
日
本
の
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
官

民
連
携
の
視
点
を
持
っ
て
今
後
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」。

　

他
方
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
側
も
、
こ

う
し
た
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
長
年
の
付
き
合
い
で
す
が
、
い
つ
も

私
た
ち
を
信
じ
、
ど
ん
な
相
談
に
も

素
早
く
対
応
し
て
く
れ
た
の
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
。
そ
し
て
何
よ
り
成
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
」（
カ
ル

メ
ラ
・
カ
ボ
ネ
ル
さ
ん
）。

　

今
確
実
に
、〝
命
の
水
〞
は
人
々
の

も
と
へ
届
け
ら
れ
、
劣
悪
な
衛
生
環

境
も
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
様
な
気
候
、
都
市
人
口

の
増
加
、
貧
困
、
環
境
破
壊
…
。
こ

の
国
の
水
を
取
り
巻
く
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、
息
の
長
い
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

　
「A

gua Para Todos

」

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
達
成
さ
れ
る

日
を
夢
見
て
―
挑
戦
は
続
く
。

全
国
ネ
ッ
ト
の
ラ
ジ
オ
番
組
で

水
の
価
値
を
伝
え
る

ア
マ
ゾ
ン
で
も
始
ま
っ
た

水
の
支
援

セ　
　

ダ　
　

ロ　
　

レ　
　

ト

イキトス市内ベレン地区には地方出身者が多く暮ら
す。特にこのような低地の地域では、乾期にはこうし
て水が引いた状態の川も、雨期になると水位が急上
昇し、高床式になっている家屋（写真奥）の1階部分
は浸水する（手前の家屋のように船上家屋も少なく
ない）。上下水道整備は今後の大きな課題だ

［右上］下水処理場がないイキトス。全住民の
生活排水がそのままアマゾン川に流されている
［左上］衛生環境が悪いせいか、皮膚病にか
かる子どもも多い
［下］雨期の間に川に捨てたごみは、水が引く
乾期になると地表に現れる

［上］イキトスにとって上下水道の整備は、一大プロジェクト。
住民が寄せる期待も大きい。コンサルティング業務は日本上
下水道設計株式会社が担当
［右下］式典であいさつするJICAペルー事務所の中尾所
長。「水は人間に不可欠なもの。上下水道設備の改善に向
け、今後のSEDALORETOに期待しています」
［左下］上水道施設の起工式には目賀田大使も出席。ユカ
芋（キャッサバ）から作られるアマゾンのお酒が入ったつぼ
「ティナハ・デ・マサト」を割る

［左］RPPの生放送中のスタジオ
［右］「これからはラジオやインターネットだ
けでなく、テレビなどのメディアをミックスさ
せ、この水のキャンペーンを盛り上げていき
たい」と話すRPPのフリーダ社長（左手
前）と、CSR事業部の社員

※4 イキトス市で上水道を、クスコ市とシクアニ市で上下水道を整備する事業。また「地方上下水道
整備事業I」では、ピウラ・カスティージャ市とチンボテ市を対象に上下水道整備を支援した。
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